
第103回企画展「〈仙台の遺跡めぐり 長町駅東遺跡〉 長町に操車場があったころ」開催報告

帖地真穂・鈴木佳子

１．はじめに

　当館では「仙台の遺跡めぐり」と題した企画展を毎年

春に開催し、地域に根差したミュージアムとして、周辺

地域の文化財を紹介している。本展では、近年の都市開

発事業によって新しい街並みへと変化し続ける長町地区

に焦点を当て、長町駅東遺跡の近代以降の鉄道関係資料

等を紹介した。長町地区には、大正から平成にかけて広

大な貨物列車の操車場が営まれており、昼夜を問わず動

き続ける姿は、当時を知る人々にとって思い出深い光景

であった。写真や実物資料の展示を通して、操車場があっ

た時代から現在までの長町地区の移り変わりを振り返る

ことで、身近な地域の歴史を掘り起こすことを目的とし

た。

　また、本展の鉄道に関する展示制作は、東北福祉大学

地域創生推進センター生涯学習ボランティア支援課 「鉄

道交流ステーション」資料係（以下、鉄道交流ステーショ

ンと称する）の協力のもとで行った。考古資料だけでは

読み解くことが難しい、鉄道史における長町操車場の歴

史についても詳細に紹介しており、考古学のミュージア

ムと鉄道のミュージアムが連携することで、より多角的

に地域の歴史を捉えることに繋がった。

　本稿では、本展の実施概要ならびに展示制作にあたり

調査を行った内容について報告する。

（帖地）

２．展示構成

　Ⅰ . 「駅」と長町

　Ⅱ . 操車場があったころ

　Ⅲ . 蒸気機関車の時代

　Ⅳ . 電気機関車の時代

　Ⅴ . 現在の長町へ

　Ⅵ . 長町駅東遺跡と鉄道考古学

３．企画展　実施概要　

　・会期：2023 年 4 月 21 日（金）～ 7 月 17 日（月・祝）

　・会場：地底の森ミュージアム　企画展示室

　・来場者数：10,840 名

　・関連講座：「駅弁容器と汽車土瓶の考古学」（講師：

　　河野真理子氏）、61 名参加

　・関連イベント：「HO ゲージ鉄道模型運転会～長町

　　操車場を走った車両たち～」（協力：みちのく鉄道

　　応援団、宮城野鉄道研究会）、のべ 765 名参加

　・ギャラリートーク：のべ 39 名参加

（帖地）

第１図　企画展チラシ

第 2 図　会場風景
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第７図　長町駅東遺跡から出土した耐火レンガと採集した犬釘

第８図　汽車土瓶、ポリ茶瓶、ガラス製汽車土瓶など

第９図　岩沼駅で販売された駅弁の掛け紙や汽車土瓶など

第３図　長町機関区の記念写真帖や記念冊子など

第４図　HO ゲージ鉄道模型（蒸気機関車 D51 形と貨車）　

第５図　電気機関車 ED75 形につけられていた製造銘板や区名札など

第６図　旧長町駅舎の駅名標 第 10 図　関連イベント「HO ゲージ鉄道模型運転会」
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４. 長町駅・長町操車場の歴史概要

　ここでは鉄道交流ステーションが担当した長町駅およ

び長町操車場の歴史について述べる。

（１）概要

　長町に停車場ができたのは明治 27(1894) 年で、急造

りの臨時駅だったとされる。東北本線は、日本初の鉄道

会社「日本鉄道」により、明治 20(1887) 年には上野か

ら塩釜まで開通していたが、当時長町には駅がなかった。

それが明治 27 年に日清戦争が勃発したことで、政府と

日本鉄道が契約を結び、兵員や軍馬などの軍用貨物の輸

送のため、当時の茂ヶ崎村長町大道東北に臨時停車場が

作られた。東北各地から仙台の第二師団に集められた多

くの兵隊がこの駅から広島に向けて送り出された（第

11 図）。

　その軍用駅の跡地に民間用の駅として新設されたのが

長町駅で、明治 29(1896) 年 2 月に営業を開始している。

当初は小駅に過ぎなかったが、大戦景気を背景に産業が

発展し、貨物輸送が増加するようになると、仙台駅が手

狭になり、また駅を拡げることも難しかったので、仙台

で行っていた貨物輸送部門を長町が引き

うけることになり、駅が拡張されること

になった。駅舎、仕訳線、中継貨物線等

が整えられ、転車台も新設されて、大正

14(1925) 年に立派な操車場が完成し、翌

年に長町機関庫が誕

生した（第 12 図）。

　一方、大正 3(1914)

年には長町駅に連絡

する秋保石材軌道 （の

ちの秋保電気鉄道）も

開業した。さらに昭和

11(1936) 年には仙台市電に長町線が新設され、長町は

仙台南部の交通の要所となった。

　戦後は北海道の開発が進み貨物輸送量が著しく増加し

たが、東北本線には中小規模の操車場しかなく非効率で

状況に対応できなかったので、東北本線・常磐線の分岐

点にあり、新鶴見・大宮・田端・青森の各操車場に直結

する長町に、改良の主力を注ぐことになった。この改良

工事は、国鉄にとって戦後初めての本格的なもので、昭

和 30(1955) 年 11 月に完成し、長町は東北本線有数の

大操車場となり、東北の物流の中心的役割を果たすよう

になった（第 13 図）。

　その後、昭和 36(1961) 年に宮城野貨物線および宮城

野駅が開業し、コンテナ輸送の発展が進むと東北の鉄道

貨物の拠点もしだいに宮城野に移るようになる。国鉄は

昭和 59(1984) 年 2 月のダイヤ改正で、それまでのヤー

ド方式を廃止して直行方式とした。これに伴って広い操

車場の機能は不要になり、長町操車場もその役目を終え、

昭和 61(1986) 年には貨物駅としての役割も終えること

となった。残っていた長町機関区も平成 11(1999) 年 8

月に閉業し、新発足した仙台機関区に移転した。

　操車場等の跡地は、土地区画整理事業により「あすと

長町」の名称で新しい町に生まれ変わった。東北本線の

高架化にあわせ、平成 18(2006) 年には新駅舎を旧駅舎

の北側に移設・高架化し、地下鉄長町駅と近接した。か

つて駅舎があった場所は、東側の「あすと長町」と西側

の旧来からある長町市街地とを結ぶ市道となった。

第 11 図　仙台市長町臨時停車場で第二師団将兵を送る様子（1894 年）

【上】第 12 図　長町操車場の配線（1925 年）、【下】第 13 図　長町操車場の配線（1955 年）
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（２）蒸気機関車時代の長町駅

　長町機関庫が貨物専用機関庫として、仙台機関庫から

職員 263 名を引き連れて分離・誕生した大正 15(1926)

年、長町に配置された機関車は 27 両である。

　その内訳は、日本で初めての本格的な国産機関車で、

愛称「キューロク」で知られるテンダー式蒸気機関車

9600 形（第 14 図）の 14 両を中心に、明治生まれの

C1 型タンク機関車ながら引き出し性能や制動力に優れ

た 2120 形（B6 形）が 7 両、鉄道院が製造した国産の

テンダー式蒸気機関車 6700 形が 7 両である。そして、

操車場にはそれらを格納する東北一を誇る大きな扇形庫

を備えていた。

　昭和初年の恐慌を脱し景気が好転すると貨物の輸送量

が回復してきたため、鉄道省は新形の貨物用機関車の開

発を行う。昭和 11(1936) 年から製造された D51 形（愛

称デゴイチ・第 15 図） がそれで、翌 12(1937) 年には

長町にも配置された。D51 形は戦時形として太平洋戦

争中に大量生産され、その数は 1,115 両を数え、国鉄

蒸気機関車の代名詞と言われている。この頃、長町に置

かれた車両は、先の 4 形式のほかに、3200 形・8620 形・

C12 形・D50 形などである。それとは別にガソリンカー

3 台が配置され塩釜港・長町間を旅客運行し、途中には

三百人町や行人塚の停留所が設置された。さらに救援用

の操重車ソ 35 形も配置されていた。

　戦後、東北線の貨物輸送量が大幅に増大することに

対応するため、東北線と常磐線の分岐に位置する長町

に大きな操車場を設けることになった。長町では昭和

25(1950) 年から 30(1955) 年にかけて、抱込式ヤード

への大改良工事が行わ

れ、総敷地 10 万 5,000

坪、 線 路 延 長 18 マ イ

ルに拡張され、１日の

取扱い能力 2,500 車に

及ぶ大操車場となった。

昭 和 29(1954) 年 に は

長町跨線橋が開通して

いる。一方、東海道本

線や山陽本線で走って

いた D62 形は、路線の

電化により一度は休車

となったが、まだ電化していない東北本線長町・盛岡間

で使われることになり、一関機関区に配置されて主に貨

物列車のけん引車として昭和 41(1966) 年まで活躍し、

長町機関区の乗務員も乗務していた。

第 14 図　⼊換の主⼒機 9600 形（1966 年 9 ⽉）

第 15 図　⻑町機関区の D51 形蒸気機関車（1967 年 9 月）

第 16 図　9600 形蒸気機関車が入換をおこなっている ⻑町操⾞場（1966 年 1 ⽉）
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（３）蒸気機関車から電気機関車へ

　昭和 30 年代に入ると、仙山線で実施された交流電化

試験の成功で実用化のめどをつけた国鉄は、動力近代化

を掲げ、地方路線に電化・複線化を延ばし、駅設備等の

改良を進めた。同様に貨物においても輸送設備やサービ

スの近代化を図るようになる。速達性の向上、到達日時

の明確化などが改善され、長町で最初に導入された「台

車振替検査方式」などの合理化を進め、コンテナによる

輸送もシステム化されていった。そのためコンピュー

ターも導入された。

　昭和 36(1961) 年 6 月、輸送量過多となった東北本線

の貨物列車をバイパスルートによって分離するため、長

町・東仙台間に約 7km の貨物別線を建設し、その中間

点に宮城野駅を開業、仙台駅の貨物取扱業務の一部を移

管した。同年 10 月、仙台・福島間が電化されると福島

機関区に交流電気機関車（EL）の ED71 形が配置され、

仙台以南での乗務が始まった。さらに昭和 40(1965) 年

10 月からは仙台・盛岡間の電化完成により仙台以北で、

続いて常磐線も昭和 42(1967) 年に全線電化完成し、各

線で EL の運転が始まった。

　昭和 42 年 8 月には、ED75 形交流電気機関車（愛称

ナナゴ） が長町に 27 両配置された。ED75 形は国鉄が

改良を重ねてきた交流電気機関車の標準機として常磐線

と東北本線向けに開発した車両で、シリコン整流方式で

最高傑作と言われている。総数 302 両作られ、長町機

関区に数多く配置された（昭和 59(1984) 年現在で 79

両）。岩手国体（昭和 45(1970) 年）や全国植樹祭（昭

和 49(1974) 年）の際には天皇陛下をお乗せした「御召

列車」のけん引機としても活躍した。

　昭和 43(1968) 年 9 月には予算総額 4 億 9,000 万円を

投じた交流電気機関車のための基地が完成し、10 月の

白紙ダイヤ改正を迎えた。国鉄が「ヨンサントウ」と呼

んで取り組んだこの大改正は、東北全体の鉄道にとって

はやっと近代化に追いついたできごとだった。しかし、

それにより東北本線の蒸気機関車は一部の入換機を除き

全廃され、本格的な電化の時代が到来したのである。

　貨物を昼夜を問わず輸送するため、入換作業も 24 時

間体制でおこなわれて、長町操車場は不夜城とも呼ばれ

た。また電気機関車がズラリと勢揃いするその様子は平

行する県道からよく眺められたという。

第 17 図　電気機関⾞が顔をだしている電気機関車（EL）の車庫

【上】第 18 図（1997 年）【下】第 19 図（1996 年）
数多くの ED75 形電気機関⾞が待機する⻑町機関区 

第 20 図　近代化された長町機関区の検修庫内の様子（1998 年 9 月 27 日）
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第 21 図　長町操車場（1961年）

地底の森ミュージアム・縄文の森広場研究報告 2023

24



表１　長町操車場のあゆみ
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（４）小結

　かねてより、長町機関区をテーマにした展示は出来な

いだろうかと温めていたものの実現出来ないままになっ

ていた企画が、今回、地底の森ミュージアムのご協力で

展示できたことに深謝申し上げます。残念ながら鉄道交

流ステーションは大学の組織の見直し・改革に伴い令

和５(2023) 年 9 月をもって閉館いたしました。これま 

でのご支援・ご協力に対し市民・関係者の皆さまに心よ

り御礼申し上げます。

（鈴木）
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5. 長町駅東遺跡と鉄道考古学

　ここでは当館が展示を担当した長町駅東遺跡の汽車土

瓶を中心とする鉄道関係の資料について述べる。

（１）遺跡概要

　仙台市太白区長町に位置する長町駅東遺跡は、長町操

車場の跡地に計画された「仙台市あすと長町土地区画整

理事業」に伴う調査によって所在が明らかとなった。「あ

すと長町地区」には、他にも西台畑遺跡や郡山遺跡の一

部が含まれている（第 22 図）。平成 10(1998) 年に西

台畑遺跡、平成 13(2001) 年に長町駅東遺跡の発掘調査

が始まると、7 世紀中頃から 8 世紀初めを中心とする竪

穴住居跡が次々と見つかり、２つの大規模な集落跡が姿

を現した。現在までの調査で 1,000 軒を超える竪穴住

居跡が見つかっており、これらは郡山官衙の造営・運営

に関わった人々が暮らしていた集落跡ではないかと考え

られている（仙台市教育委員会文化財課 2022）。

（２）長町駅東遺跡の鉄道関係資料

　古代の大規模な集落跡が注目される長町駅東遺跡だ

が、調査範囲の大部分で鉄道施設に関連する石炭ガラの

堆積が確認されている。特に土取りを行った後に石炭ガ

ラを投棄したような場所など、厚いところでは３～４ｍ

以上の堆積が確認された。そのような場所では、古代の

遺跡面が掘削されているため、試掘調査で大量の石炭ガ

ラが検出されると、調査範囲を拡大するのを取りやめる

こともあった（第 23 図）。

　石炭ガラの中には、汽車土瓶を含む陶磁器片やガラス

片等も多量に含まれていたが、調査時は全国的にも近代

以降の文化財保護が進められておらず、鉄道関係の資料

はほとんどが廃棄された。しかし、完形品を中心とした

一部の汽車土瓶については、将来的にこれらが考古資料

に成りうることを考えた当時の担当者によって取り上げ

られ、保存されることとなった。

　

（３）長町駅東遺跡の汽車土瓶

　汽車土瓶とは、駅弁と共に販売していた茶を入れる

容器である。明治 20 年代から販売が始まると、信楽焼

や瀬戸焼など全国各地の窯元で焼き物の茶瓶が製造さ

れた。大正 11(1922) 年頃からは、一時期ガラス製の

茶瓶が使用されたが、使い勝手が悪く不評であったた

め、昭和初期には再び焼き物の茶瓶が使用されるよう

になった。以降は型を使って大量生産されるようにな

り、角型や円筒の多様な土瓶が普及した。しかし、昭和

32(1957) 年に安価で焼却処分が可能なポリエチレン製

のポリ茶瓶が出現すると、焼き物の茶瓶は姿を消し、さ

らにポリ茶瓶も缶やペットボトルの普及により姿を消し

た（畑中 2007）、（斎藤 2014）。今では馴染みのない汽

車土瓶だが、当時鉄道を利用する人々にとっては親しみ

深い存在であった。

　長町駅東遺跡から出土した汽車土瓶は、平成 14 ～

15(2002 ～ 2003) 年に行われた第 2・3 次調査で発掘

されたが、当時は考古資料という認識が無かったため、

報告は、平成 26(2014) 年に刊行された第 10・11 次調

査報告書に別途掲載された（仙台市教育委員会 2014）。

この他にも、報告書の作成に携わった黒田智章によって

さらに検討が進められている（黒田 2016）。

　長町駅東遺跡では、型を使って作られた（泥漿鋳込み）

第 22 図　長町駅東遺跡位置図

第 23 図　長町駅東遺跡 第 3 次発掘調査時の遺構と石炭ガラ
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角型の汽車土瓶とガラス製の汽車土瓶が出土している。

焼き物の産地は、瀬戸焼と会津本郷焼である。また、中

には「金五銭」という価格が刻印されたものもあり、価

格から昭和 5 ～ 18(1930 ～ 1943) 年頃に販売されてい

たものと考えられる（仙台市教育委員会 2014）。

　本展では、保存されている汽車土瓶を全て展示した。

内訳は、【汽車土瓶（瀬戸焼）13 点】、【湯呑（瀬戸焼）

27 点】、【汽車土瓶（会津本郷焼）13 点】、【湯呑（会津

本郷焼）20 点】、【湯呑（産地不明）4 点】、【ガラス製

汽車土瓶 1 点】、【ガラス製湯呑 6 点】である。

（４）「岩沼駅 蓬田屋」の汽車土瓶と駅弁の掛け紙

　会津本郷焼の汽車土瓶の中に、「岩沼駅 蓬田屋」と記

されたものが２点ある（第 27 図）。

　旧国鉄資料（大野 1958）や、当時の時刻表の駅弁マー

クの有無を調べた結果、岩沼駅では「水戸屋」という旅

館が旧国鉄から依頼を受けて、明治 30(1897) 年頃から

昭和 38(1963) 年の 8 月まで駅弁販売を行っていたこと

が分かった。また、「水戸屋」については駅弁販売の様

子をつづった郷土資料（水戸 1937）が残されている他、

栃木県立博物館が「岩沼駅 水戸屋」と記された汽車土

瓶を所蔵している（第 28 図）。

　一方、長町駅東遺跡から出土した汽車土瓶に記されて

いる「蓬田屋」については、筆者が調べた旧国鉄関係の

資料の中に、名前を見つけることはできなかったが、郷

土資料に、“ 明治 20(1887) 年に岩沼駅が開業し、駅舎

に向かって北側に「水戸」、中央に「大久」、右側に「蓬

田」の３軒の旅館が開業した ”、という記述と併せて「水

戸旅館（弁当）」「蓬田旅館」「蓬田弁当」の位置が描か

れた図が掲載されていた（阿部 2012）。また、那須野

が原博物館が「水戸屋」「蓬田屋」の駅弁の掛け紙を所

蔵しており、中には現在も岩沼駅の名物として親しまれ

ている「稲荷あんもち」の掛け紙もある（第 29 図）。

第 24 図　長町駅東遺跡の汽車土瓶と湯呑（瀬戸焼）

第 27 図　長町駅東遺跡の汽車土瓶「岩沼駅 蓬田屋」

第 28 図　汽車土瓶「岩沼駅 蓬田屋」

第 25 図　長町駅東遺跡の汽車土瓶と湯呑（会津本郷焼）

第 26 図　長町駅東遺跡の汽車土瓶と湯呑（ガラス製）
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　汽車土瓶は基本的に１回きりの使い捨て容器であっ

た。つまり長町駅東遺跡で見つかった汽車土瓶は、長町

駅で下車、もしくは駅に着くまでに駅弁を食べ終えた

人々が廃棄したものと考えられる。当時の時刻表による

と、旅客列車の場合、岩沼駅から長町駅までの乗車時間

は約 20 分。駅弁を食べ終えるにはちょうど良い時間の

ように思える。長町駅東遺跡から出土した「蓬田屋」の

汽車土瓶は、岩沼駅で駅弁を購入した人々が、車内で駅

弁を食べ、長町駅で下車する姿を想い起こさせる、地域

にとって大切な文化財である。

（５）小結

　明治時代に鉄道が開業してから 150 年以上、鉄道考

古学の代表的な遺跡である旧新橋停車場が発掘されてか

ら 30 年以上が経った。近年では、高輪築堤跡の保存に

ついて議論が行われるなど、時代が進むにつれて鉄道遺

跡の保存の重要性が高まりつつある。本展は会期中、長

町に所縁のある多くの人々に足を運んでいただいた。汽

車土瓶を見て「懐かしい」と感じる方がいる一方で、初

めて存在を知り、近代の急速な生活の変化に驚く方もい

た。旧石器時代の遺跡を保存・公開する当館にとって

は、ほんの少し前のことように思える近代以降の遺跡だ

が、「現在」と「昔」の歴史を繋ぐ重要な役割を担って

いると改めて感じた。また、その中でも人々の生活と密

接に関わり続けてきた鉄道の痕跡は、地域の歴史にとっ

て特に重要である。近代以降の資料保存については様々

な課題があるが、時代に捉われず地域にとって重要な文

化財が少しでも多く記録・保存されることを期待すると

ともに、地域に根差したミュージアムとして、それらを

活用する機会を今後も作っていきたい。

（帖地）

６. おわりに

　かねてより長町駅東遺跡から出土した汽車土瓶を展示

したいと考えていたが、資料点数が少ない考古資料だけ

で展示を組み立てことが難しく、また鉄道に関する知識

も乏しいため実現できないままになっていた。「長町操

車場をテーマにした展示に協力をいただきたい」という

依頼に、すぐさま快諾いただいた鉄道交流ステーション

に深く感謝を申し上げる。

　本展は長町に所縁のある方、鉄道ファンの方、汽車土

瓶が好きな方など、様々な方に来場いただいた。特に長

町操車場に勤めていた方、昔長町に住んでいた方からは

アンケートにたくさんの温かいコメントをいただいた。

また、鉄道ファンの方々には、県内外を問わず足を運ん

でいただき、関連イベントの鉄道模型運転会に毎月のよ

うに参加される方もいるなど、熱心な方が非常に多かっ

た。本展をきっかけに初めて当館を訪れたという方も多

く、考古学のミュージアムと鉄道のミュージアムが協力

したことで、より多くの方に関心を寄せていただける展

示となった。

　モノから人類史を捉えようとする考古学は、様々な分

野と連携することが可能であり、連携することで事業を

より深めることができる。今後も他施設との協力関係を

築きながら様々な事業展開を行っていきたい。

（帖地）

謝辞

　本展を開催するにあたり大変多くのみなさまにご協力

をいただきました。改めて感謝申し上げます。　

　また、本稿作成にあたり下記のみなさまにお世話にな

りました。記して感謝いたします。

大山正　柏木璋一　河野真理子　菅野正道 工藤信一郎 

黒田智章　菅原保則（故人）　平田誠　南那轟
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那須野が原博物館　みちのく鉄道応援団　宮城野鉄道研究会

第 29 図　「岩沼駅 蓬田屋」の駅弁の掛け紙
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